
 

 

 

 

 

事

業

報

告 

令和４年度福岡教育事務所管内「家庭教育支援セミナー」 

期 

日 
令和４年９月１７日（土） 

参

加

者 

２２名 

日 

程 

時  間 内      容 

13:15～13:30 
【受  付】 

 

13:30～13:35 【開会行事】 

13:35～13:50 
【説  明】「本セミナーの趣旨と進め方について」 

福岡教育事務所社会教育室  社会教育主事補 殿村 美佳  

13:50～15:20 
【講  話】「地域全体で子どもの学びや成長を応援するためのネットワークづくり」         

                 ＮＰＯ法人いるか 理事長 田口 吾郎 氏  

15:20～15:35 【質疑応答】 

15:35～16:20 【協  議】「地域のネットワークづくり」 

16:20～16:30 【閉  会】 

 



 

 

活

動

の

実

際 

 

〔講話〕  

 ＮＰＯ法人いるか 理事長 田口 吾郎 氏に「地域全

体で子どもの学びや成長を応援するためのネットワーク

づくり」と題して、ご講話いただきました。東日本大震

災でのボランティアを経験し、地元の人々の暮らしをサ

ポートしたいとの思いから、現在のＮＰＯ法人いるかを

立ち上げられたことや、学習支援の場である『マナビバ』

やこども食堂の『タベルバ』のこれまでの展開を例に、

連携の在り方や方法についてお話しいただきました。 

 講話の中では、学校や行政、企業との連携など、具体

的な実践を提示していただき、参加者にとって大変参考

になるお話であったことが、参加者のアンケートからう

かがえました。また、「日頃の細かなつながりが、連携

を深めることを学びました。」や「困っている人の声に

耳を傾け、まずは動くこと。そして、継続し続け、連携

により支援することが大切であることを痛感しまし 

た。」などの感想が寄せられました。 

 

 

〔協議〕 

 講話を受けて、「地域のネットワークづくり」と題して、

３～４人のグループで協議を行いました。 

 協議１では、「どことの連携が必要か」について、現在

の連携を見直し、新たな連携によりどのような成果が期

待できるのかを考えました。 

協議２では、「連携した支援のためにすべきこと」につ

いて連携した支援を届けるためにはどのようなことが必

要かを考えました。 

オンライン参加者は、ブレイクアウトルームで協議を

行いました。グループでの協議を行うことで、参加者の

それぞれの日頃の業務や取り組みを知ることができ、新

たな気づきや考えの深まりがあったようです。また、家

庭教育支援・子育て支援に携わる方同士で協議をするこ

とで、より一層支援への気持ちを高められたようでし

た。 

 講師の田口氏には、引き続き参加と助言をしていただ

きました。協議の中で出てくる疑問にもお答えいただ

き、連携による支援を考える貴重な時間となりました。 
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本セミナーは、～地域の方々の「連携」で、家庭に支援を届けるために～をテーマに行いました。広く

参加者を募りたいとの思いから、土曜日開催にしたため、様々なお立場の方々に参加していただきまし

た。参加者アンケートから「連携の重要性を感じた」や「連携することで、より細かな支援につなげたい」

等の連携への意欲を高めることができたことがうかがえました。しかし、一方で連携の難しさについても

再確認する声が多くありました。参加者それぞれの立場で、現状や考えを協議できたことはこれからの支

援を行っていくうえで有意義なものになったのではないかと考えます。 

福岡教育事務所社会教育室といたしましても、今後も家庭教育支援や子育て支援に携わる方々へ支援や

情報提供を行っていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

〔講話をする田口氏〕 

〔協議する参加者〕 

〔質問に答える田口氏〕 


